
     

 国際ロータリー第2700地区 第2031回例会 発行2026年6月10日 

 

週報 Weekly Report No.34 

 
ロータリー特別月間 

6 月 

ロータリー 

親睦活動月間 

ガバナー 

月信 
年間 

例会 
会員用 

リンク 

 

 
 

2025～2026 年度 
国際ロータリーテーマ

 

少しの成長から始まります 

1.01 で成長、0.99 で衰退 
国際ロータリー第 2700 地区ガバナー 

濱野良彦 

ベクトルを合わせ最善を尽くそう 
行橋みやこロータリークラブ会長 

藤原妃呂 

本日のプログラム 出席報告 6月のお誕生日 

本日のロータリーソング 

『奉仕の理想』 

6/10本日のプログラム 

クラブ協議会（１年を省みて） 

5 月 27 日 

会員数 52 

欠席者 24 

出席率 45% 

山本道治（6 日）松井明男（24 日）橋本哲（25 日） 

緒方みどりさま 

6 月 17 日クラブ協議会／6 月 24 日最終夜間例会（青い林檎） 

7 月 8 日クラブ協議会（役員・理事・各委員長挨拶） 
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● 創 立 … 1984 年 4 月 3 日   ● 会 長 ………………  藤 原 妃 呂 

● 例 会 日 … 水曜日（12:30～13:30）    ● 副 会 長 ………………  山 田 千 恵 

● 例 会 場 … 青い林檎 行橋市中央 2 丁目 13-20 ☏0930-25-1539  ● 幹 事 ………………  原 田 和 博 

● 事 務 局 … 行橋商工会議所別館 1 階 行橋市中央 1-9-50 ☏0930-25-0655  ● 会報雑誌委員長 ……  二十二 豊 

 FAX: 0930-25-5700 Email: info@ym-rotary.club URL: https://ym-rotary.club  

   

   

私は去年あたりから、チャット GPT

を仕事でもロータリー活動でも、また

プライベートでも利用しております。

そんな中、私にとって昨日ショッキングな事件が起こ

りました。  

ご存知の通り、あの巨人の阿部慎之助監督が、自宅

で思春期の姉妹喧嘩の仲裁に入った時に、反抗してき

た長女の胸ぐらを掴んで押し倒したとの事。そしてそ

の直後に長女がチャット GPT に「父親から暴力を受け

たが、どうしたらいいでしょうか」というふうに質問

し、その AI の答えが「無料で相談できる児童相談所が

ありますよ、電話してはどうですか」という回答を受

けたようで、まだ 18歳高校生の事だから、その通りに

連絡したようでした。 

その後に、その児相が内容に緊急性を感じ 110 番を

して、阿部監督が現行犯逮捕されました。その夜に釈

放されたみたいですけれど、監督はファンや球団に迷

惑をかけたという理由で、涙ながらの辞任会見をされ

てました。長く巨人軍の主将を務めて、スター選手と

して一時代を築いた後に監督にという王道の道を歩ん

できた方だっただけに、とても残念でした。  

また長女に怪我はなく、父親との関係は良好だった

こと、そして喧嘩をしてしまったこと、通報してしま

ったことなどの反省分を公表しておりました。 

 このような事件が起こって、私もチャット GPT を利

用するのでよく分かるのですが、AI とチャットをして

いると、人よりもずっと思いやりの言葉だったり、温

かさを感じて、まるで画面の向こうに完璧で素敵な人

間がいるように錯覚をしてしまうんですよね。けれど

も AI は、あくまで情報整理・データ解析・学習補助は

得意だけれど、参考にしない方がいい事柄があるとい

うことが今回でわかりました。 

 まず一つ目、私たちが無意識に感覚を使って感じ取

る力、例えば「この場では誰を立てるべきか」「今は

正論より沈黙が大事か」「あえて言わない優しさが必

要か」「表情や視線、上下関係」「地域文化や世代感

覚」など総合判断している力です。特に日本人は空気

を読む文化を大切にしておりますので、コミュニケー

ションをとって社会生活を行っております。 

また二つ目は、生きた経験から出る重み。例えば

「子育ての孤独」だったり「親を看取る経験」「夫婦

の年月」や「経営の苦労」「地域で積み重ねた信頼」

なども AI にはないと思います。 

 三つ目は人間関係の機微。「この人は今強がってい

会 長 の 時 間 
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るだけじゃないのか」「本当は傷ついているのではな

いか」「昔の失敗をまだ気にしているんではないか」

「今日は励ますより見守るべきなんじゃないか」とい

うような、年月の蓄積から生まれる感覚。これも人間

同士が共有した時間そのものが信頼になっております

ので、 AI には分かりません。 

このような歳月や経験の積み重ねのないチャット

GPT は、法律や論理情報などの大量のデータから、そ

の時々の正解を提案するので、今回の報道のような思

わず感情的になってしまった、ちょっとした親子の気

持ちの行き違い程度で、このような事件にまで発展し

てしまいました。 

 AI に置き換えられてしまう職業ランキングなど、今

世間を騒がしておりますけれど、今回の事件で逆に AI

ができない私たちの社会での役割に、気づかされたの

ではないかと思います。 

●来週 6 月 3 日の例会は休会となっ

ております。 

●その次の週6月 10日、新旧合同の

理事会があります。例会前か例会後かは、追ってご連

絡いたします。役員・理事の方はよろしくお願いいた

します。 

松井明男 R 

委員長 黒水泰徹 R 

 先日行ったカンボジアへの難民

支援の動画を作ってきました。自

分で編集しましたので、拙いとこ

ろもありますが、ご覧になってく

ださい。 

 

『この国境で、人は今日を生きている。』 

― Rotary Cambodia border Support Project 

 明日につながる支援を ― 

カンボジア、それは、壮大なアンコール遺跡に象徴

される豊かな歴史と文化を持つ国。しかしその裏側で、

長い内戦と苦難の歴史を経験してきました。タイとの

国境、プレアビヒアでは、領土を巡る緊張が続いてい

ます。 

 私は「行橋みやこロータリークラブ」を代表して現

地を訪れ、屋台機材支援をはじめとする支援活動を行

いました。 

この映像は、“支援する側”ではなく、「この場所で

今日を生きる人々」に焦点を当てた記録です。 

争いの中でも、暮らしを守ろうとする人々がいる。

その現実を、少しでも感じていただければ幸いです。 

 国境問題  

断崖絶壁の上に静かに佇

む石の寺院があります。お

よそ 1000 年前、クメール

帝国によって築かれたこの

プレアビヒア寺院は、カン

ボジアの人々にとって単なる遺跡ではありません。こ

こは祈りの場所そして民族の誇りを象徴する聖地です。 

しかし、この美しい聖地は、やがて国境問題の中心

となっていきます。19 世紀、東南アジアには植民地時

代の波が押し寄せていました。 

フランスはカンボジアを保護国化し、一方でシャム

（現在のタイ）は独立を守ろうとしていました。その

中で問題となったのが「国境線」でした。 

1907 年、フランス側が作製した地図では、プレアビ

ヒア寺院はカンボジア側として記されています。 

一方で、タイ側にもこの寺院への特別な感情があり

ました。プレアビヒア寺院は、長い間タイ側からアク

セスしやすく、多くのタイ人にとっても身近な存在だ

ったのです。 

だから、この問題は単なる国境争いではなく、歴史

や文化、国家の誇りが複雑に絡み合う問題となってい

きました。 

そして 2008 年、プレアビヒア寺院が世界遺産へ登録

されると、人類共通の財産として守られるべき存在が、

その価値の高さから、政治や国境問題、そして国家の

感情と結びついてしまったのです。 

 支援物資の買い出し  

シェムリアップの「プサ

ー・ルー」という市場で、

小さな商売として屋台を始

められる器具を中心に支援

物資の買い出しをしました。 

幹 事 報 告 

本 日 の プ ロ グ ラ ム 
【国際奉仕委員会】 

ポールハリス 

フェロー認証 
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 難民キャンプへ  

【JAC（カンボジア

元日本留学生同窓会）

ワコラ（Va Kora）会

長あいさつ】私たちは

JAC（カンボジア元日

本留学生同窓会）と CSAJ（在日カンボジア留学生協会）

です。本日、私たちは日本のロータリへクラブと連

携・協力し、この支援活動を実現いたしました。 

この支援は、小さなビジネスを立ち上げてもらうた

めの支援です。この支援を活用して生計を立て、利益

を生み出し、さらにビジネスを大きく発展していただ

くことを、心から願っております。 

3 か月後、6 か月後、あるいは 1 年後、監督や確認の

ためではなく、ただ皆さんの近況を伺いに来たいと思

っています。 

この貴重な支援を

ご提供くださった日

本のロータリークラ

ブ、そしてこのプロ

ジェクトを準備・協

力してくださったすべての方々に深く感謝いたします。 

【黒水委員長のあいさつ】今回、皆さんに少しでも

未来の希望を持っていただきたいなと思いまして、本

当にほんの少しですが、皆さんのために何か力になれ

ることがあればと思いまして、ここへ来させていただ

きました。今回はこういう機会をいただきまして、本

当にありがとうございました。 

 ワコラ会長インタビューa 

黒水（以下 K）：このパゴ

ダに避難している 861 世帯

の現状は、どういった状況

でしょうか？ 

ワコラ（以下V）：戦争が勃発した時に、861世帯がい

ました。今は戻った世帯が200ぐらいあります。620数

世帯ぐらいは今だに家に戻れない。その皆さんはレッ

ドゾーンという危険なエリアに入っているので、いつ

戻れるかどうか不明な状況です。 

K：なんで今回は、屋台という支援を選んだんですか？ 

V：聞き取り調査を行いました。皆さん家とかを失った

りして、ずっとここに長期いる状況の中で希望を失っ

ている人たちなんで、長期的にその方々の助けになる

ことを考えて、ちょっとした商売、今後の人生の希望

を持って頂けるんじゃないかと思って、こういう支援

をやっています。 

K：継続可能な支援。支援したあとも継続していけるよ

うにということですよね。 

V：そうですね。支援したあと、例えばその商売が儲か

った、そのお金でまた新たに買い出しをしてもらって、

またビジネスを拡大して、どんどん皆さん生活がよく

なっていくように考えています。 

K：持続できるというのが、やっぱり大切ですね。 

V：そうですね。ただ渡して食べちゃって終わり、では

なくて。これがもし上手くいけば、彼らの持続的な支

援になるんじゃないかなと思っています。 

K：今回 25 世帯を

選んだんですが、

その理由は……。 

V：3つの基準があ

りまして、まずは

長期的にここにい

る方。長期的にとは、家を失っている、または戻れな

い、というのがまず第一。次に、生活に困っている人。

そして 3 つ目は、これが大切なんですけど、自分で商

売をしたい、やる気のある人。その 3 つの基準を満た

すように選んでます。 

K：1 年後、2 年後、3 年後ってどういう風になってい

ると思いますか？ 

V：今、話を聞くと、ここにいる人たちがいつ戻れるか

まだわからない状況なので、私たちは 3 ヶ月後、半年

後、もしこのキャンプが残っている場合は訪問して、

もう一回インタビューしてみようかなと思ってます。 

K：行橋みやこロータ

リーとしても、その後

の状況をやっぱり知り

たいので、ご報告を。 

V：そうですね。ぜひ

ロータリーの皆さんも、例えばもし半年後旅行に来て、

一緒に訪問できたら一番ベストな形ですね。 

K：日本の行橋みやこロータリークラブに何かメッセー

ジがあれば、お願いします。 

V：ロータリークラブの皆さん、今回支援していただい

て本当にありがとうございました。私たち JAC も、こ

の活動を大使館にも報告します。大使も楽しみにして

るみたいなので。今後もロータリーの皆様の活動を、

私たちがどういう形で協力できるか、一緒に可能性を

探って、一緒に協力し合って、カンボジアと日本を良

くしていこうと考えております。ありがとうございま

した。 

K：はい、こちらこそありがとうございました。 
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 キャンプの様子  

V（翻訳）：すご

く嬉しい、助かり

ます。これから、

これをきっかけに

商売を始めて、生

活を立てるように頑張ります。子供にちょっとお小遣

いとか、食べ物を買ってあげたりすることができるよ

うになります。 

K：今の生活って、大変ですか？ 

V（翻訳）：何をやろうとしてもできない状態なんで、

大変です。 

K：戦争がなくなったら、やはり故郷に帰りたいです

か？ 

V（翻訳）：平和が

訪れ、また家に帰

れるようになった

ら帰りたい。別の

場所、別の県に引

っ越したくない。 

K：やっぱり自分の

生まれ育ったところなんで、離れたくないですね。 

V（翻訳）：地雷とか、不発弾とかも、すごく危ないで

す。クラスター爆弾。子供がたくさんいるので、子供

がどこで遊んで危ないかわからない。地雷はすごく危

ない。このテントに 3、4 家族います。すごく狭いです

ね。以前、7月の時も、戦争、衝突が起きたんですけど、

その時はも

っと酷かっ

た。テント

もなくて、

3 日間テン

トなしだっ

た。今はこ

れでも良くなっています。 

K：泣かないでください。（周囲から笑い） 

V（翻訳）：本当に嬉しいです。 

K：頑張りましょう、ありがとうございました。 

V：こちらこそ、ありがとうございました。 

 むすびに  

この世の中には、私たちが理解できないことが沢山

ある。それを受け容れ、理解し尊重し合うことで、繋

がっていくのかもしれない。 

支援を行った 25 軒の屋台のうち、多くの方々はそれ

ぞれ新たな生活の場所へと歩みを進めていきました。

現在も、一軒の屋台がこのキャンプ地で営業を続けて

います。 

支援とは、その場所にとどめることではなく、人々

が再び前を向いて生きていくための「小さなきっかけ」

なのかもしれません。あの日、ここで始

まった小さな屋台は、確かに誰かの暮ら

しへとつながっていきました。 

「この国境で、人は今日を生きている」 

↑Youtube 

安永結美Ｒ：親睦旅行はと

っても楽しかったです。完

全燃焼です💛 

石田之茂Ｒ：黒水 R お疲れ

様でした。ありがとうござ

います。 

工藤茂美Ｒ：黒水さんありが

とうございました。 

長尾浩央Ｒ：黒水委員長、引き続きのカンボジア難民

支援と台北サンシャイン RC との友好宜しくお願い致

します。 

内田克彦Ｒ：先日、古希のお祝いをシェリーズでサプ

ライズでして頂きました。  

大鶴修二郎Ｒ：黒水 R ありがとうございます。親睦旅

行楽しかったです。 

緒方正憲Ｒ：黒水委員長、ありがとうございました。 

金澤 隆Ｒ：黒水 R 大変お疲れ様でした。楽しく動画

を見ました。 

二十二豊Ｒ：ニコニコします。 

田中聰樹Ｒ：行橋みやこの国際奉仕活動が本格的にな

り嬉しい限りです。頑張って下さい。 

寺﨑修司Ｒ：黒水委員長、ありがとうございました。 

原田和博Ｒ：行橋みやこロータリークラブを代表して

カンボジア迄行ってくれたことに感謝します。 

藤原妃呂Ｒ：黒水交際奉仕委員長カンボジア支援事業

の詳細説明ビデオありがとうございました。素晴らし

い取り組みだったと思います。 

松井明男Ｒ：黒水さんありがとうございました。 

松山貞徳Ｒ：会員旅行楽しかったです。川上委員長あ

りがとうございました。 

村上哲二Ｒ：黒水委員長ありがとうございました。 

吉元新太郎Ｒ：ニコニコします。 

渡邉豊文Ｒ：黒水委員長、卓話ありがとうございまし

た。ニコニコします。 

 

 

ニコニコ BOX 

5 月 27 日の合計 18,500 円 

累計 674,046 円 

 

 

 

ロータリークラブ presents 

「ピース・オン！DAYTIME」 

TUE 12:30-12:45  

ニコニコ BOX 
 


